
３：導入事例と機械式駐車場

テーマ3では実際に設置された事例をご紹介いたします。
また、機械式駐車場メーカーに対してヒアリングした内容をご紹介いたし
ます。



都の補助金を活用したEV充電器設置の導入事例
〇パークホームズ武蔵小山 ※設置時期：2021年10月【設置事業者レジル株式会社

（旧社名 中央電力株式会社】



都の補助金を活用したEV充電器設置の導入事例
〇イニシア千住曙町 ※設置時期：2021年12月【事業者 ユアスタンド株式会社】



都の補助金を活用したEV充電器設置の導入事例
〇プレステージ杉並

設置時期2022年12月【設置事業者 ユビ電株式会社】



機械式駐車場について

駐車可能なEV車両 タワー式 ※1 ２多段式

既設
主な仕様（幅/重量） 1,850㎜/1,900kg～2,000kg 1,850㎜/2,000kg

主な対応車両 全EV車両ラインナップの35％程度（日産リーフ・サクラ等）※２

新設

主な仕様（幅/重量） 2,050㎜/2,300kg～2,500kg 1,950㎜/2,300kg

主な対応車両
全EV車両ラインナップの80％～90％程度（大型輸入車以外）

メーカーによっては、ほぼ全てのEV車両に対応したタワー式パレットもあり

※1 全てのパレットに最大荷重がかかる設計はしておらず、車重が重いEVが駐車できるのは全体の2割程度になる可能性がある。

※2 設置年が古い2多段式（昭和40年～50年に設置されたもの等）は、軽自動車EVしか駐車できない場合もあり。

※3 車両総重量や車幅の観点からEV車両が駐車可能か否かであり、充電器が設置可能や給電口と筐体の干渉は考慮していない。

新設や入替であれば大型輸入車を除く8割から9割程度のEV車両が駐車可能

【駐車可能なEV車両について】

下表は、令和5年10月に環境局が実施したメーカーヒアリングの結果を一般論としてまとめたものです。

個別の対応状況については、お使いの機械式駐車場メーカーにお問い合わせください。



機械式駐車場について

タワー式 ２多段式

種別 メリーゴーランド式 エレベーター式 横行パレット 昇降パレット

改修（パレット交換等） △※1 △※1、※2 △ ×

施設の入替・更新 × × ○※3

※1 既存筐体の構造物としての耐荷重とサイズの成約を受けるため、パレット交換等、大幅な改修は難しい可能性がある

※2 一部メーカーでは、パレット数を減らした上で高耐荷重の大型パレットへの交換が可能

※3 パレット数を減らした上で、耐荷重増とパレット大型化が可能

※4 給電口の干渉は考慮していない

【EV充電器の設置について】
メリーゴーランド式以外であれば、機器の設置は技術的には可能なケースが多い。

・改修や更新時にパレットの大型化と高耐荷重化をすることで駐車可能なEV車両の選択肢が増える。
➡全EV車両ラインナップの80％～90％程度（大型輸入車以外）に対応することも可能

パレット大型化・高耐荷重化の更新にあわせて、将来的なEV需要の増加を考慮して
充電器の設置や先行配管を行うことが望ましい。

【既存の機械式駐車場の大型化・高耐荷重化について】



質疑応答
（３：導入事例と機械式駐車場）

これより質疑応答を開始します。
3についてご質問がありましたら、チャットまたは口頭でご発言ください。
口頭でご発言される場合は、Zoomの挙手機能をご活用ください。



今後の流れ

東京都の補助事業・支援事業の発表は以上になります。

ご清聴いただきありがとうございました。


